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経営情報（半期情報の開示について）
　2022年度上半期（2022年4月1日〜 2022年9月30日まで）における経営情報をお知らせいたします。
●協金法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権の保全・引当状況 （単位：百万円、％）

区　　　　　　　分
債 権 額 担保・保証等 貸倒引当金 保 全 率 保 全 率
（A） （B） （C） （B+C）/（A）（C）/（A－B）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2022年3月末 305 81 224 100.00 100.00
2022年9月末 274 52 222 100.00 100.00

危 険 債 権
2022年3月末 1,996 982 990 98.81 97.65
2022年9月末 1,905 955 932 99.07 98.14

要 管 理 債 権
2022年3月末 1,190 537 66 50.70 10.13
2022年9月末 1,182 539 178 60.81 27.86

三月以上延滞債権
2022年3月末 0 0 0 0.00 0.00
2022年9月末 5 4 0 88.94 57.79

貸出条件緩和債権
2022年3月末 1,190 537 66 50.70 10.13
2022年9月末 1,176 535 178 60.67 27.79

小 計
2022年3月末 3,492 1,601 1,280 82.52 67.72
2022年9月末 3,361 1,547 1,333 85.69 73.50

正 常 債 権
2022年3月末 116,275
2022年9月末 124,449

合 計
2022年3月末 119,768
2022年9月末 127,811

 （注）2022年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類し、以下の
簡便な方法により算出しております。従って、2022年3月末の計数とは算出方法が異なるため、計数は連続しておりません。

　　　〈2022年9月末の算出方法〉
1．債務者区分については原則として2022年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。ただし、4月1日から9月末ま
でに倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに内部格付による債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく債
務者区分見直し後の債務者区分によっております。

2．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。
3．「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。
4．「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、「貸出条件緩和債権」及び「3月以上延滞債権」
の合計です。

5．「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、
「要管理債権」以外の債権の合計です。

●自己資本比率（国内基準） （単位：％）

2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末
自 己 資 本 比 率 6.76 6.66

●預金・貸出金の状況 （単位：百万円）

区　　　　　　　分 2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末 増減率
預 金 残 高 199,126 179,215 111.1%

貸 出 金 残 高 127,573 119,510 106.7%

●不良債権比率推移 （単位：％）

2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末 〈参考〉2021年 9 月末
不 良 債 権 比 率 2.63 2.91 3.73

（注）P1 〜 P4の各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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●貸出金業種別残高・構成比 （単位：百万円、％）

業 種 別
2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末

金 　 額 構成比 金 額 構成比
製 造 業 2,724 2.1  2,617 2.2 

農 業 、 林 業 ― ― 0 0.0 

漁 業 ― ― ― ―

鉱 業、 採 石 業、 砂 利 採 取 業 95 0.1  114 0.1 

建 設 業 5,328 4.2  4,787 4.0 

電 気、 ガ ス、 熱 供 給、 水 道 業 89 0.1  97 0.1 

情 報 通 信 業 765 0.6  787 0.7 

運 輸 業 、 郵 便 業 1,079 0.8  1,108 0.9 

卸 売 業 、 小 売 業 5,034 3.9  4,764 4.0 

金 融 業 、 保 険 業 4,202 3.3  4,489 3.8 

不 動 産 業 77,160 60.5  71,260 59.6 

物 品 賃 貸 業 2 0.0  3 0.0 

学術研究、専門・技術サービス業 ― ― ― ―

宿 泊 業 6,820 5.3  4,933 4.1 

飲 食 業 1,306 1.0  1,612 1.3 

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業、 娯 楽 業 8,217 6.4  9,040 7.6 

教 育 、 学 習 支 援 業 90 0.1  48 0.0 

医 療 、 福 祉 1,137 0.9  1,180 1.0 

そ の 他 の サ ー ビ ス 7,440 5.8  6,741 5.6 

そ の 他 の 産 業 135 0.1  110 0.1 

小 　 　 　 　 　 　 　 計 121,631 95.3  113,699 95.1 

国 ・ 地 方 公 共 団 体 ― ― ― ―

個人（住宅・消費・納税資金等） 5,942 4.7  5,811 4.9 

合 　 　 　 　 　 　 　 計 127,573 100.0  119,510 100.0 

●業種別貸出金残高増減額（前期末対比） （単位：百万円）
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●有価証券の時価等情報 （単位：百万円）

◎満期保有目的の債券

種   類
2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末

貸借対照表
計 上 額 時　　 価 差　　 額 貸借対照表

計 上 額 時　　 価 差　　 額

時価が貸借対照表計上額
を 超 え る も の

国 債 ― ― ― ― ― ―
地 方 債 ― ― ― ― ― ―
短 期 社 債 ― ― ― ― ― ―
社 債 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 100 100 0 600 603 3
小 計 100 100 0 600 603 3

時価が貸借対照表計上額
を 超 え な い も の

国 債 ― ― ― ― ― ―
地 方 債 ― ― ― ― ― ―
短 期 社 債 ― ― ― ― ― ―
社 債 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 1,000 944 △ 55 500 494 △ 5
小 計 1,000 944 △55 500 494 △5

合　　　　　　　計 1,100 1,045 △54 1,100 1,098 △1
 （注）1．時価は、当事業年度における市場価格等に基づいております。
	 2．上記の「その他」は、外国証券です。
	 3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

◎その他有価証券

種   類
2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末

貸借対照表
計 上 額 取 得 原 価 差　　 額 貸借対照表

計 上 額 取 得 原 価 差　　 額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 式 ― ― ― ― ― ―
債 券 1,977 1,939 37 5,313 5,219 93
国 債 218 203 14 732 704 27
地 方 債 107 100 7 414 400 14
短期社債 ― ― ― ― ― ―
社 債 1,650 1,635 15 4,166 4,114 52
そ の 他 500 499 1 1,011 1,001 10
小 計 2,477 2,438 38 6,324 6,220 104

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 式 ― ― ― ― ― ―
債 券 11,376 11,840 △ 464 8,864 9,114 △ 250
国 債 1,400 1,498 △ 97 949 997 △ 47
地 方 債 293 300 △ 6 ― ― ―
短期社債 ― ― ― ― ― ―
社 債 9,682 10,042 △ 360 7,915 8,117 △ 202
そ の 他 793 805 △ 11 295 304 △ 8
小 計 12,170 12,646 △475 9,160 9,418 △258

合　　　　　　　計 14,648 15,085 △436 15,485 15,639 △154

 （注）1．貸借対照表計上額は、当事業年度における市場価格等に基づいております。
	 2．上記の「その他」は、外国証券です。
	 3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

●預貸金残高推移 （単位：百万円）
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科　　　　　目 金　　　　　額
（ 負 債 の 部 ） 2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末
預 金 積 金 199,126,145 179,215,138
当 座 預 金 2,570,349 2,105,790
普 通 預 金 31,902,564 30,131,743
貯 蓄 預 金 27,861 25,907
通 知 預 金 144,770 154,300
定 期 預 金 160,415,237 142,750,451
定 期 積 金 3,781,095 3,725,443
そ の 他 の 預 金 284,267 321,502

借 用 金 9,500,000 10,200,000
当 座 借 越 9,500,000 10,200,000

そ の 他 負 債 1,538,949 1,687,983
未 決 済 為 替 借 40,770 8,077
未 払 費 用 991,759 975,990
給 付 補 塡 備 金 2,204 2,474
未 払 法 人 税 等 227,432 411,569
前 受 収 益 120,493 91,060
払 戻 未 済 金 ― 36,943
リ ー ス 債 務 86,078 80,469
資 産 除 去 債 務 22,915 22,866
そ の 他 の 負 債 47,294 58,532

退 職 給 付 引 当 金 362,935 351,540
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 42,660 38,410
そ の 他 の 引 当 金 147,383 147,828
債 務 保 証 163,867 185,502
負 債 の 部 合 計 210,881,942 191,826,403
（ 純 資 産 の 部 ）
出 資 金 2,722,053 2,561,246
普 通 出 資 金 2,722,053 2,561,246

利 益 剰 余 金 7,051,533 6,443,451
利 益 準 備 金 1,500,000 1,300,000
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,551,533 5,143,451
特 別 積 立 金 4,200,000 4,000,000
当 期未処分剰余金 1,351,533 1,143,451

組 合 員 勘 定 合 計 9,773,586 9,004,697
その他有価証券評価差額金 △ 315,068 △ 111,348
評価・換算差額等合計 ― △ 111,348
純 資 産 の 部 合 計 9,458,517 8,893,349
負債及び純資産の部合計 220,340,459 200,719,752

科　　　　　目 2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末
特 別 損 失 2,280 188,576
固 定 資 産 処 分 損 0 43,676
固定資産解体費用引当金 ― 144,900
そ の 他 の 特 別 損 失 2,280 ―

税 引 前 当 期 純 利 益 899,000 1,052,843
法人税、住民税及び事業税 230,248 414,441
法 人 税 等 調 整 額 10,967 △ 51,251
法 人 税 等 合 計 241,215 363,189
当 期 純 利 益 657,784 689,654
繰 越金（当期首残高） 693,748 453,797
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,351,533 1,143,451

科　　　　　目 金　　　　　額
（ 資 産 の 部 ） 2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末
現 金 3,576,047 1,612,653
預 け 金 71,387,602 61,513,319
有 価 証 券 16,121,283 16,693,416
国 債 1,619,270 1,681,689
地 方 債 401,136 414,460
社 債 11,333,397 12,081,947
株 式 372,900 108,200
そ の 他 の 証 券 2,394,580 2,407,120

貸 出 金 127,573,830 119,510,539
割 引 手 形 51,925 82,050
手 形 貸 付 15,731,482 14,692,422
証 書 貸 付 111,666,827 104,617,211
当 座 貸 越 123,594 118,855

そ の 他 資 産 848,811 753,744
未 決 済 為 替 貸 62,635 29,382
全 信 組 連 出 資 金 487,200 487,200
未 収 収 益 145,383 145,614
そ の 他 の 資 産 153,592 91,546

有 形 固 定 資 産 1,858,843 1,743,409
建 物 377,179 369,943
土 地 1,234,393 1,234,393
リ ー ス 資 産 74,880 69,450
建 設 仮 勘 定 132,523 35,000
その他の有形固定資産 39,865 34,622

無 形 固 定 資 産 69,484 70,647
ソ フ ト ウ ェ ア 4,320 5,333
その他の無形固定資産 65,163 65,313

繰 延 税 金 資 産 321,817 254,031
債 務 保 証 見 返 163,867 185,502
貸 倒 引 当 金 △ 1,581,128 △ 1,617,511
（うち個別貸倒引当金） （△ 1,154,834） （ △ 1,214,692）
資 産 の 部 合 計 220,340,459 200,719,752

科　　　　　目 2022年 9 月末 〈参考〉2022年 3 月末
経 常 収 益 2,126,456 3,658,221
資 金 運 用 収 益 1,788,283 3,339,893
貸 出 金 利 息 1,662,688 3,110,886
預 け 金 利 息 34,603 63,268
有価証券利息配当金 69,063 139,413
その他の受入利息 21,928 26,325
役 務 取 引 等 収 益 223,854 301,985
受 入 為 替 手 数 料 7,919 19,803
その他の役務取引等収益 215,935 282,181
そ の 他 業 務 収 益 54,539 7,703
国債等債券償還益 52,370 ―
その他の業務収益 2,169 7,703

そ の 他 経 常 収 益 59,778 8,639
貸倒引当金戻入益 ― ―
償 却 債 権 取 立 益 ― 10
株 式 等 売 却 益 3,869 6,716
その他の経常収益 55,909 1,913

経 常 費 用 1,225,175 2,416,800
資 金 調 達 費 用 345,215 596,446
預 金 利 息 345,511 596,300
給付補塡備金繰入額 802 1,720
借 用 金 利 息 △ 3,690 △ 5,781
その他の支払利息 2,591 4,206

役 務 取 引 等 費 用 16,640 44,114
支 払 為 替 手 数 料 3,723 8,651
その他の役務費用 12,916 35,462

そ の 他 業 務 費 用 12 9
雑 損 12 9

経 費 842,251 1,549,229
人 件 費 513,581 964,420
物 件 費 287,629 502,208
税 金 41,039 82,600

そ の 他 経 常 費 用 21,056 227,001
貸倒引当金繰入額 ― 219,253
その他の経常費用 21,056 7,748

経 常 利 益 901,280 1,241,420

●貸借対照表 （単位：千円）

●損益計算書 （単位：千円）

区　分 2022年 9 月末
コア業務純益 810

業 務 純 益 862

経 常 利 益 901

当 期 純 利 益 657

●損益の状況 （単位：百万円）
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文化的・社会的貢献に関する活動
●毎営業日	 全営業店にて店周の清掃活動を実施しております。

● 4月	 大阪府下及び奈良県、和歌山県下の朝鮮初級学校・
幼稚園新入生全員に学用品を贈呈しました。

● 7月	 大阪府下及び和歌山県下の朝鮮初級学校の 1年生全
員に一輪車を贈呈しました。

● 9月	 「しんくみの日週間・献血運動」に協力…組合職員
19名が献血に協力しました。

　ミレ・ビジネスクラブは、第2回BBQ大会を5月29日（日）和歌山県波早ビーチで開催いたしました。
　当日は、ビジターでのご参加者、会員皆様の社員様やご家族、当組合役職員やその家族を含め、総勢
83名が参加し終始和気あいあいとした雰囲気でBBQや海水浴を楽しみました。BBQ一式は、和歌山支
店取引先の杉山泰樹氏が営む[どこでも出張BBQ満福]に依頼し、大好評でありました。
　今後も会員皆様の福利厚生や家族サービス、当組合職員との交流に役立つ企画を実施して参ります。

◆ ミレ・ビジネスクラブ第2回バーベキュー大会開催（5月29日　和歌山波早ビーチ）◆

●トピックス

◆ ミレ信用組合　創立20周年記念祝賀会（6月26日） ◆

　組合創立20周年記念式典・ディナーショーを6月26日（日）ホテルニューオータニ大阪にて開催い
たしました。式典には、元参議院議員の谷川秀善先生、弁護士の岩城本臣先生をはじめ、発起人の
方々、理事・総代、主要取引先組合員の皆様を中心に、総勢466名の参加のもと盛大に執り行われまし
た。2部の公演では俳優の金すんら氏、金剛山歌劇団崔栄徳氏、河栄守氏によるディナーショ－で大い
に盛り上がり、大盛況で終えました。

一輪車大会
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●トピックス

◆ ミレ・ビジネスクラブ第12期総会（7月8日　大阪新阪急ホテル） ◆

　2022年7月8日（金）、大阪新阪急ホテルにて、ミレビジネスクラブ第12期総会を開催いたしました。
　一部の定期総会では、来期予算案等が審議可決され、吉本和成会長より今後はMBC活動を積極的に
展開していくとの活動方針が示されました。
　二部の懇親会では、ゲストに人気マジシャンの新子景視氏をお招きし、参加された皆様からは驚きの
お声をたくさん頂戴し、大いに盛り上がりました。

◆ 2022年度新入職員入組式（4月1日） ◆

　役員、各店店舗長参加の下「2022年度ミレ信用組合入組式」が生野支店2階講堂にて執り行われました。
　本年度は男子3名、女子3名が入組いたしました。入組式では新入職員を代表し、韓哲承さん、崔未希さ
んの2名が決意表明を行いました。

◆ 第22期　役職員全体会議開催（6月10日　当組合生野支店２階講堂） ◆

　6月10日（金）当組合生野支店2階講堂にて役職員全体会議を開催
いたしました。本会議は新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点か
ら、一部職員はリモート会議システムによる参加となりました。
　本会議では、渡部優理事長の挨拶に続き具信慈常務理事より第21
期決算報告がありました。続いて金民一理事・営業統括部長より第22
期事業計画の概要説明があり、最後に第21期業績優秀店舗及び業績
優秀渉外係等の表彰が行われました。
　本会議を通し、第22期（2022年度）事業において重点的に取組む
事業内容について、全役職員が共通認識を深めることができました。

△第21期業績表彰

●最優秀店舗 ：本店営業部
●優秀店舗賞 ：東大阪支店
●事務管理特別賞 ：南大阪支店
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店舗一覧表（事務所の名称・所在地） （自動機器設置状況）

店　　名 〒 住　　所 電　　話 ATM

本 店 営 業 部 530-0047 大阪市北区西天満1-7-20	1F 06-6362-1040 1 台

生 野 支 店 544-0031 大阪市生野区鶴橋3-4-1 06-6717-0501 1 台

な ん ば 支 店 542-0076 大阪市中央区難波3-7-12	5F 06-6632-3801 ―

東 大 阪 支 店 577-0843 東大阪市荒川1-16-19 06-6722-1524 1 台

寝 屋 川 支 店 572-0831 寝屋川市豊野町3-5 072-823-9451 ―

南 大 阪 支 店 593-8324 堺市西区鳳東町5-451-1 072-275-1666 1 台

和 歌 山 支 店 640-8343 和歌山市吉田741 073-422-8147 1 台

八 尾 支 店 581-0065 八尾市亀井町2-7-14 072-925-2777 ―

巽 支 店 544-0014 大阪市生野区巽東2-9-19 06-6757-8777 1 台

地区一覧 大阪府　　奈良県　　和歌山県


